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国

民

健

康

保

険

税

の

課
税
限
度
額

の
引
上
げ
及

び
低
所
得
世
帯
に
対
す

る

国
民
健
康
保
険
税

の
軽
減

措
置

の
拡
充
等
を
行
う
た

め
、
地
方
税
法
施
行
令
等

の

一
部
を
改

正
す

る
等

の

政

令

が

平

成

２８

年

３
月

３‐

日

に

公

布

さ

れ

ま

し

た
。

こ
の
改
正
を
受
け
、
一景

麻
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例

の
改

正
を
行

い
、
平
成

２８

年

４

月

１

日

か

ら

適

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

今

回

の
改

正
点

は
、
国

民

健

康

保

険

税

の
納

税

義

務

者

に

課

す

「
基

礎

分
」
及
び

「
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
」

の
賦
課
限
度

額

の
引
上
げ

と
、

「
均

等

割

及
び
平
等
割
」

の
軽
減

対
象
範

囲

の
拡

大

で
す
。

国民健康保険税 の
限度額 引

‐
上 げ|■と 軽1鱚 の拡充

1 辮

(平成 27年度 3月 末賦課を基に試算)

上段 :限度額超過世帯数  下段 :限度超過額
基礎分 (医療)及び後期高齢者支援金分の

賦課限度額引上げ

基礎分 (医療)   52万 円→ 54万 円

後期高齢者支援金分 17万 円→ 19万 円

介護給付金分    16万 円→ 16万 円

計      85万 円→ 89万 円

※40歳から64歳までの方が対象となる、介護

給付金分については現状のまま。

※国民健康保険税の最高額は89万円となつた

が、65歳以上のみの世帯の最高額は、介護給

付金を除く73万円。

JIL_改 正前と改正後の差は

内訳 改正前と後の差

基礎分
△ 3世帯

1,355,513‐ 円

後期高齢者

支援金分

△31世帯

2,228,701円

※限度額引上げにより、

市にとつては、3,584,214円 の税収増額となる

内訳 改正前 改正後

基礎分
70世帯 67世帯

△ 19,456,404円 △‐18,100,891円

後期高齢者

支援金分

127世 帯 96世帯

△ 12,917,023円 △ 10,688,322円

(平成 27年度 3月 末賦課を基に試算)

上段 :軽減世帯数  下段 :軽減額
均等害」・ 平等害」の軽湖対象範囲の拡大

5害」軽減の対象所得

現行

33万円+(26万 円×被保険者数)円以下

改正後

33万円+(26.5万 円×被保険者数)円以下

週IL_改
正前と改正後の差は

内訳 改正前と後の差

5害」軽減
19世帯

823,0001円

2害」軽減
10世帯

189,225円

※軽減対象範囲の拡大により、

市民の軽減額が 1,012,225円 の増となる

2害」軽減の対象所得

現行

33万円+(47万 円×被保険者数)

改正後

33万円+(48万 円×被保険者数)

円以下

円以下

内訳 改正前 1改正後

5害」軽減
1,088週壁帯 1107世帯

46,750,389円 47:573,389露

2害」軽減
749世帯 759世帯

13,236,900円 13,426,125Fヨ

議会だよりかまし(41号 )



一６
施
設
の
用
織
鷹
止
が
狭
鸞

行

政

改

革

に

基

づ

く

施

設

の
統
廃
合

に
よ
り
、

嘉
麻
市
稲
築
プ
ー

ル

稲
築
鳴
生
公
園
内

テ

ニ
ス

コ
ー
ト

稲
築
山
野
公
園
内

テ

ニ
ス

コ
ー
ト

嘉
麻
市
碓
井

青

少
年

セ

ン
タ
ー

嘉
麻
市
嘉
穂
プ
ー

ル

嘉
麻
市
嘉
穂

テ

ニ
ス

コ
ー
ト

の

６
施

設

を

用

途

廃

止

す

る

こ

と

が

決

定

し

ま

し
た
。

※
用
途
廃
止
と
は

行

政

財

産

の

用

途

を

廃

止

す

る

こ

と

を

い

う

（
利
用
を
停
止
す
る

こ
と
）

山 野
/AN園 内 テ ニ ス コ ー ト 鴨 生 公 園 内 テ ニ ス コ ー ト

碓 丼 青 少 年 セ ン ター

256億 2,023万 2干 円

国民健康保険特別会計 4億 5,799万 4千円増額

総額  75億 9,410万 8千 円

補 正 な し

後期高齢者医療特別会計

■般1会1計1補1正 の主|な も|の

|(歳1入)|■■■■・■■||■■■■|‐

地方 1創 生力01速 イし交付金 5:645‐ 万 円|

集会1所 改1修1事 1業 1債|(含1併1特1例 債)●・■|‐ |
|‐ |■■ |■ ‐||‐ ■ ■‐|1 4:770万 円

1都 1市1公1園 1整1備
‐事1業1債

.(合 1併1特 1例 1債)● |■■‐■

■ ■||| ■ ||‐ ■ ■■ ‐318801万 円

|(歳 1出)●■ |■‐■■■■||■ ■| ■■‐■|

1集
‐会1所1維持1管理1費

| ■‐| 15,02■万 4千円

観1米1振1興||1逮 1じ事1業‐
|||‐■|||‐ 106401万 円

山野運動公1園 整備工事  |■ ‐ 41086万 円

′

6月 補正予算

6億 1,524万 1=F円

54億 2,627万 1千 円

総額

介護保険特別会計

総額

住宅新築資金会計

総額 4,659万 6=F円
水道事業会計

収益的支出 7億 5,160万 5千 円

資本的支出  9億 4,351万 7干 円

6会計総額

議会だよりかまし(41号 )

409億 9,757万 円
四 田 集



定例会中に開催 された委員会の

審査や活動を報告 します。

(各委員会に付託 された議案の審議結果は 7ページ)

輻

総務‐財1政委1員1会

市長及び副市長の給料を
2ヶ 月間減額

山倉委員長  廣方副委員長  永水委員

″

田中委員   田中委員   中村委員

市

長

及

び

副

市

長

の

給

料

の

減

額

支

給

に

関

す

る

条

例

本
案
は
、
市

の
事
務

手

続
き
上

の
誤
り
が
発
生

し

た

こ
と

に
伴

い
、
市
長
及

び
副
市
長

の
給
料
を
減
額

す

る
た
め
提
案
さ
れ
た
も

の
で
す
。

執
行
部
よ
り
、
市

の
事

務

手
続
き
上

の
誤
り
が
発

生

し
た

こ
と
に

つ
い
て
、

市
行
政

の
責
任
者
と
し
て

自
ら
戒

め
る
た
め
、
市
長

及
び
副
市
長

の
給
料
を
平

成

２８
年

７
月

１

日

か

ら

同

年

８
月

３‐

日

ま

で

の

２

ケ
月
に
支
払
わ
れ
る
現

行

の
給
料

か
ら
、
市
長
は

１０
％
、
副
市
長
は
５
％
を

減
額
す

る
も

の
で
あ

る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
よ
り
、
嘉
麻
市

に

対
し
て
多
大
な
る
損
害
を

与
え
た
訳

で
は
な

い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ど
う

い
う

意
図

で
条
例
を
提
案
さ
れ

た

の
か
と

い
う
質
問

に
対

し
、
損
害
は
な
か

っ
た
が
、

議
会
と
市
民
に
対
し
、
信

用
を
失
墜

し
た
と
考
え
、

市
長
、
副
市
長
自
ら
が
政

治
的
な
判
断

で
提
案

し
た

も

の
で
あ

る
と

の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
委
員
よ
り
、
今

回

の
事
案

は
、
条
例

の
不

備
に
よ
り
起

こ

っ
た
も

の

で
あ
る
が
、
既
に
処
理
が

済

ん
で
お
り
、
管

理
能
力

が
問
わ
れ
る
よ
う
な
事
案

で
は
な

い
。
条
例
提
案

の

必
要
は
な

い
と

の
討
論
が

あ
り
ま
し
た
。

審
査

の
結
果
、
賛
成
多

数

で
可
決
し
ま
し
た
。

減 額

議会だより かまし(41号 )
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攀
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岩永委員長  新

嘉麻斎場
指定管理者制度導入

のための条例整備

嘉

麻

斎

場

条

例

の

一

部

を

改

正
す

る

条

例

本
案
は
、
平
成

２９
年
度

か
ら
嘉
麻
斎
場

の
管
理
等

に

つ
い
て
、
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
す
る
た
め
提

案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

執
行
部

よ
り
、

「
火
葬

場
」
と
表
記
し
て
い
る
も

の
を

「斎
場
」
に
改
め
、

新
た
に
多
目
的
室
及
び
霊

安
室
が
設
置
さ
れ
る
た
め

休
日
を
追
加
す
る
。

ま
た
、
受
付
時
間
を
実

情
に
合
わ
せ
て
変
更
す
る

ほ
か
、
使
用
料

の
減
免
対

象
は
市
外

の
居
住
者
を
除

く
よ
う
改
正
す
る
。

な
お
、
指
定
管
理
の
期

間
に

つ
い
て
は
５
年
以
内

と
定
め
て
い
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
よ
り
、
葬
祭
業
者

が
指
定
管
理
者
に
な

つ
た

場
合
、
市
内
に
お
け
る
葬

儀
業
者

の
民
業
圧
迫
と
な

る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と

の
質
問
に
対
し
、

指
定
管
理
者
が
公
平
公
正

な
業
務
執
行
を
行
う
よ
う
、

契
約

の
条
項
等
を
整
備
す

ヽる
と

の
回
答

が
あ

り
ま

し

た
。ま

た
、
ど

の
よ
う
な
業

種

の
業
者
が
指
定
管

理
者

と
な

つ
て
も
管

理
運
営

に

支
障

は
な

い
の
か
と

の
質

問

に
対

し
、

ビ

ル
管

理
会

社
、
火
葬
炉

メ
ー
カ
ー
、

葬
祭
業
者
を
す

で
に
指
定

管

理
者

と

し
て
委

託
し
て

い
る
市

町
村

に
確

認
し
、

管

理
運
営

に
問
題
が
な

い

こ
と
を
確

認
し
て

い
る
と

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
委
員

か
ら
、
斎

場

の
運
営

を
行
政
改
革

の

一
環
と

し
て
考
え

る

べ
き

で
は
な

く
、
直
営

で
運
営

す

べ
き

で
あ

る
と

の
意

見

が
あ
り
ま
し
た
。

審
査

の
結
果
、
賛
成
多

数

で
可
決

し
ま
し
た
。

中嶋委員

建 設 が 進 む 嘉 麻 斎 場

北冨委員長 田上副委員長  出水委員

坂口委員 森 委員

キ

ヤ

ン
プ

村

条

例

の

一

部
を
改

正
す
る
条
例

本
案
は
、
平
成

２９
年
度

か
ら
市
キ
ャ
ン
プ
村

の
管

理
等
に

つ
い
て
、
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
す
る
た

め
提
案
さ
れ
た
も

の
で
す
。

執
行
部
よ
り
、
既
に
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
し

て
い
る
施
設
と
同
様

の
内

容
で
条
例
を
整
備
し
、
施

行

日
を
平
成

２９
年

４
月

１
日
と
す
る
も

の
で
あ
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
よ
り
、
利
用
料
金

は
ど
う
な
る
の
か
と

の
質

問
に
対
し
、
指
定
管
理
者

は
現
行

の
条
例
に
定
め
て

い
る
利
用
料
金

の
範
囲
内

で
、
市
長

の
承
認
を
受
け

て
、
料
金

の
設
定
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、

条
例
で
定
め
て
い
る
利
用

料
金
よ
り
高
く
な
る
こ
と

は
な

い
と
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

ま
た
、
指
定
管

理
者

制

度
導

入
に
よ
り
、
ど
う

い

う

メ
リ

ッ
ト
が
あ

る

の
か

と

い
う
質
問

に
対
し
、　
コ

ス
ト
削
減
効
果
が
見
込
ま

れ
る
ほ
か
、

民
間
事
業
者

の
創
意

工
夫
な
ど
に
よ
る

利
用
者

の
増
加
が
図
ら
れ
、

ま
た
、
新

た
な
サ
ー
ビ

ス

の
提
供
も

可
能
と
な

る
と

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
観

光
ト

レ

ツ
キ

ン
グ

の
際

に
、

キ

ヤ
ン
プ

場

の
駐
車
場
や

ト
イ

レ
な

ど
を
利
用
す

る
場
合

の
入

村
料

は
ど
う
す

る

の
か
と

の
質
問

に
対

し
、

入
村
料

等

は
必
要
な

い
よ
う

に
し

た

い
と

の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

審
査

の
結
果
、
全
会

一

致

で
可
決

し
ま
し
た
。

キヤンプ村
指定管理者制度導入

のための条例整備

1産1業1建1設1委1員1会 |
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人事案件

懲罰動議

教

育

委

員

会

委

員

の

任

期

満

了

に
伴

い
、

引

き

続

き

次

の
方

を

推

薦

す

る

こ
と

に

つ
い
て
全

会

一
致

で
同

意

し

ま

し

た
。辻

田
　

一暑
美

　
氏

ρ
）

意見書

少
人
数
学
級
の
推
進
な

ど
定
数
改
善
と
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
２

分
の
１
復
元
を
は
か
る

た
め
の
２
０
１
７
年
度

政
府
予
算
に
係
る
意
見

書
子

ど

も

た

ち

の
教

育

環
境
改
善

の
た
め
に
、
計

画
的
な
職
員
定
数
改
善
を

推
進
す

る

こ
と
な
ど

２
項

目

の
事
項

に

つ
い
て
国
に

要
望
す
る
も

の
で
す
。

（
全
会

一
致

・
可
決
）ｒ

）

懲
罰
動
議

３
月
定
例
会

に
お

い
て

田
中
義
幸
議
員

か
ら

「
平

成

２８
年

３

月

１４
日

の
本

会
議

で
の
藤
伸

一
議
員

の

一
般
質
問
中
、

不
当
な
侮

辱
発
言
が
あ
り
ま
し
た

の

で
、
地
方
自
治
法
第

１
３

３
条

の
規
定

に
基
づ
き
懲

罰
を
求
め
る
」
懲
罰
動
議

が
提
出
さ

れ

て
お
り
、
継

続
審
査
と
な

つ
て
お
り
ま

し
た
。

懲

罰

特

別

委

員

会

で

の

「
懲
罰
を
科
す

べ
き

で

は
な

い
」
と

の
審
査
結
果

を
受
け
、
本
会
議

に
お

い

て
採
決

の
結
果
、
懲
罰
特

別
委
員
会

の
意
見
に
賛
成

‐５
、
反
対

１
で

「
懲
罰
を

科
さ
な

い
」

こ
と
に
決

し

ま
し
た
。

（
賛
成
多
数

・
可
決
）

議会だよりかまし(41号 )



各委員会で審査された議案を本会議で採決した結果

， 一一一一〓一一一一一〓一一

一一一一一一一一一一一一一一一一一一

一̈
一ヽ̈
一̈
一一一一一一一一一一一一一一一一一

議案第56号 専決処分事項の承認 (一般職の職員の給与に関する条例の所要の改正 )

″第57号 専決処分事項の承認 (嘉麻市税条例等の所要の改正 )

″第58号 専決処分事項の承認 (国民健康保険税条例の所要の改正 )

″第61号 市長及び副市長の給料の減額支給に関する条例

″第65号 空家等対策協議会条例の所要の改正

議案の結果一覧 (6月定例会)
○…・全会一致
△・…賛成多数
※・口・討論あり

議案第62号 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の所要の改正

″第63号 子ども医療費の支給に関する条例等の所要の改正

″第64号 嘉麻斎場条例の所要の改正

″第67号 社会体育施設条例の所要の改正

議案第59号 専決処分事項の承認 (平成28年度嘉麻市一般会計補正予算 (第 1号 ))

″第60号 専決処分事項の承認 (平成28年度嘉麻市国民健康保険事業特別会計補正予算 (第 1号 ))

″第69号 平成28年度嘉麻市一般会計補正予算 (第 2号 )

″第70号 平成28年度嘉麻市国民健康保険事業特別会計補正予算 (第 2号 )

″第71号 平成28年度嘉麻市水道事業会計補正予算 (第 1号 )
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議

会

の

種

類

に

は

定

期

的

に
開

か

れ

る
定

例

会

と

必
要

が

あ

る
場

合

に
開

か

れ

る
臨

時

会

が

あ

り
ま

す

。

議

会

は
市

長

が

招

集

し
ま
す

。

定

例

会

や

臨

時

会

は
会

期

を

定

め
、

そ

の
期

間

中

に
本
会

議

や

委

員

会

を

開

い
て
議
案

の
審

査

な

ど

の

議

会

活

動

を

行

い
ま

す

。

定

例
会

は

３
月
、
６
月
、

９
月
、

１２
月

に
年

４
回
開

く

こ
と

に
な

っ
て

い
ま

す

。

議 会 運 営 委 員 会 ・議会前に開催し、本会議の運営について協議します。

・議長が開会の宣言をします。

・議長が議案などの案件を議題にします。

・議案の提出者 (市長)が主旨を説明します。

・議員が議案に対して疑間点を質問し、提案者が答えます。

・議案を詳細に審査するために各委員会に審査を委ねます。

・付託された議案などについて審査し、委員会としての可否

を決めます。

※嘉麻市議会では、総務財政委員会、民生文教委員会、産業

建設委員会の 3つの常任委員会があり、各委員会で専門的

に詳し<審査します。

・議員が議案とは関係なく市政全般について質問し、

市長などが答弁します。

・最終日の議事日程などについて協議します。

・委員会での審査経過や結果を報告します。

・議案などについて、議員が賛成・ 反対の意見を述べます。

・議案などの採決を行い、市議会の意思を決定します。

委 員 会 付 託

議 会 運 営 委 員 会

委 員 長 報 告

会
期

（
毎
会
期

の
初

日
に
議
会

の
議
決

で
決
定

し
ま
す
）

・議長が閉会の宣言をします。

議会だよりかまし(41号 )



６

月

３

日

定

例

会

の

日

程

等

に

つ

い

て

６

月

２４

日

定

例

会

最

終

日

の
日
程

等

に

つ
い

て

５

月

１８

日

懲
罰
動
議

に

つ
い
て

５
月

２６
日

懲
罰
動
議

に

つ
い
て

３

月

１７

日

議

会

広

報

編

集

に

つ

い

て

４

月

１２

日

議
会
広
報
編
集
に
つ
い
て

４

月

１５

日

議

会

広

報

編

集

に

つ

い

て

４

月

１９

日

議
会
広
報
編
集
に
つ
い
て

永年の功労を表彰

田

中

日

本

明

議

員

が

４
年

の
永

き

に
わ

た

り
嘉

麻

市

議

会

の
正

副
議

長

と

し

て
市

政

の
振

興

に

尽
力

さ

れ

た

と

し

て
、

全

国
市

議

会

議

長

会

か
ら

表

彰

さ

れ
、
６
月
定

例

会

の
初

日
、

本

会

議

場

に

お

い

て
伝

達

さ

れ

ま

し

た
。

田中日本明議員

議

長
在

任

期

間

平
成

２６
年

２
月

２８

日

～

平
成

２７
年

４
月

３０

日

副
議

長
在

任

期

間

平
成

２３
年

５
月

１０

日

～

平
成

２６
年

２
月

２８

日

宮原議長

田中日本明議員

議会だより かまし(41号 )



中村 春夫 議員
市内産廃 問題 について ・……………………………・1lP

藤  伸一 議員
琴平団地 について … … … … … … … …1lP

中嶋 日寺夫 議員
災害 に強いま ちづ く りについて ………… 12P

出水 貴之 議員
保育行政について … … … … … … … …・12P

廣方  悟 議員
人丁峠 トンネル開通について… …… ……13P

田上 孝樹 議員
食品ロス削減 について ・……………………………・13P

山倉 敏明 議員
新庁舎整備状況 について …… … … … … 14P

新丼 高雄 議員
熊 ヶ畑 のま ちづ く りについて ………………14P

田中 日本明 議員
市 政 の 方 向 性 に つ い て

田中 義幸 議員
西郷地 区の防災対策 について ………………15P……………………・ 15P
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市内産廃問題について

熊ケ畑産廃場からのガス
の正体は

正体は水蒸気で異常はない

鰤

躙

灌

熊
ヶ
畑
の
国
有
地
に

不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る
産

廃
物
の
処
理
は
。

辣

搬
入
超
過
と
な

っ
て

い
る
百
々
谷
中
間
処
分
場

ま
ｏ

し
た
と

こ
ろ
、
湯
気

の
正

体
は
水
蒸
気
で
異
常
は
見

ら
れ
な
か

っ
た
。
ま
た
、
パ

イ
プ
状
の
も
の
を
ガ
ス
抜

き
管
に
突

っ
込
ん
で
い
る

の
は
、
管
が

つ
ぶ
れ
な

い

よ
う
保
護
す
る
た
め
で
あ

り
問
題
な
い
と
の
こ
と
。

Ｌ

環
境
保
全
の
た
め
の

業
者
と
の
協
定
書
は
。

３
月
に
環

境
審
議
会

か
ら
答
申
を
受

け
、
協
定
書

の
内
容

に

つ

い
て
市

の
顧
問
弁
護
士

に

よ
る
法
的
精
査
を
行

っ
て

い
る
。

揚

熊
ヶ
畑
産
廃
場
の
残

容
量
は
。

例
年
７
月

末
ご
ろ
に
情
報
提
供
が
あ

ワ〈υ
。

楊

熊
ヶ
畑
産
廃
場
に
隣

接
し
て
い
る
ミ
ニ
処
分
場

の
形
状
、
範
囲
な
ど
が
わ

か
る
図
面
は
手
に
入
ら
な

い
か
。

鰊
儘
躙
陪
颯
輻

県
に
対
し

５
月
６
日
に
情
報
開
示
請

求
を
行

っ
た
。
入
手
次
第
、

報
告
す
る
。

鵞

熊
ヶ
畑
産
廃
場
業
者

の
土
地
と
市
所
有
地
と
の

境

界
は
ど
う
な

っ
た

の

カ

現
在
も

水
道
課
で
事
務
協
議
が
進

め
ら
れ
協
議
中
で
あ
る
。

旬
頃
、
行
政
区
長
と
同
行

し
、
県

に
要
望
書
を
提
出

し
た
。
業
者
を
交
え
た
地

元
説
明
会
が
開
催
さ
れ
そ

う
な
状
況
で
あ
る
。

一は
一
熊
ヶ
畑
の
最
終
処
分

場
に
つ
い
て
、
前
回
、
処
分

場
の
ガ
ス
抜
き
管
か
ら
ガ

ス
が
出
て
い
る
写
真
を
提

示
し
て
い
た
が
そ
の
正
体

は
何
か
。

県
に
確
認

褥
鰈
財
蝙
屁
鰺
漑
蠅
褪
穆
　
現
　
　
褥
颯
颯
儡
薇
削
鰈

５
月
中

在
、
環
境
課

で
撤
去
費
用

を
試
算
し
て
い
る
。
引
き

続
き
早
期
解
決
に
向
け
て

取
り
組
む
。

な

百
々
谷
最
終
処
分
場

は
ど
う
な

っ
た
の
か
。

鼈
鰈
瞑
鉤
隧
鰈
輻

隣
接
し
て

い
る
民
有
地
内
の
廃
棄
物

の
撤
去

に
つ
い
て
、
処
分

場
地
権
者
と
隣
接
地
所
有

者
と
の
間
で
の
協
議
が
続

行
し
て
い
る
。

琴平団地について

3月議会以降の調査は

相続人の調査を している
が、時間を要する

鼈

輻

は

３
月
議
会
以
降
の
調

査
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て

い
る
か
。

鉤
蝙
ｍ
ｙ
蠅
颯
鰈

現
在
、
弁

護
士

に
委
任
し
、
鋭
意
相

続
人
の
調
査
を
し
て
い
る

が
、
ま
だ
ま
だ
時
間
を
要

す
る
見
通
し
で
あ
る
。

学
校
教
育
に
お
け
る
特
別

支
援
教
育
に
つ
い
て

鸞

本
市
の
特
別
支
援
教

育
の
取
り
組
み
は
。

嘔
玲
陽
隕
蛉
鰈
鰈
鰈
蒻

個

別
の
支
援
を
必
要
と
す
る

児
童
。生
徒
の
早
期
発
見
、

対
応
を
行
う
と
と
も

に
、

関
係
機
関
が
連
携
し
た
体

制
を
確
立
し
て
、
適
切
な

支
援
を
継
続
し
て
い
く
。

Ｌ

　
小
中
学
校

に
お

い

て
、
特
別
な
支
援
を
必
要

と
す
る
児
童

・
生
徒

の
実

態
は
。

魃
莉
鰈
塚
薇
隕
撥
鰈

特
別
支

援
学
級
が
、
小
学
校

で
１７

学
級
・中
学
校
９
学
級
で
、

小
学
校
６５
名

。
中
学
校
２０

名

の
児
童

・生
徒
が
在
籍

し
て
い
る
。

●

通
級
指
導
教
室
の
指

導
体
制
は
。

魏漑
蠅
靱
鰈
瑕
塚
一
嘉
穂
小

学
校
に
言
語
障
害
に
よ
る

指
導

の
た
め
、
１
ク
ラ
ス

‐２
名
の
児
童
が
指
導
を
受

け
て
お
り
、
稲
築
西
小
学

校

に
学
習
障
害

（
Ｌ
Ｄ
Ｙ

注
意
欠
陥
多
動
性

（
Ａ
Ｄ

Ｈ
Ｄ
）
に
よ
る
指
導

の
た

め
、
５
名

の
児
童
が
指
導

を
受
け
て
い
る
。

幣

本
年
４
月
か
ら
稲
築

西
小
学
校

で
、
取
り
組
ま

れ
て
い
る
通
級
指
導
教
室

の
指
導
体
制
は
。

１
週
間

で
、
概
ね
２
時
間
程
度
、
先

生
と

一
対

一
で
指
導
を
受

け
て
い
る
。
△
フ
後
は
、
他
校

か
ら

の
通
級
も
可
能

で
、

稲
築
東
小
学
校
か
ら
５
名

の
児
童
が
通
級
す
る
予
定

と
な

っ
て
い
る
。

懸
麟
鰤

今
後
、
通
級
指
導

を
必
要
と
す
る
児
童
の
増

加
が
十
分
予
測
さ
れ
る
の

で
、
教
員
が
児
童
・生
徒
の

学
校

に
出
向
く
、
巡
回
型

の
検
討
を

し

て
頂
き
た

い
。

※
他
に
学
校
教
育
に
お
け

る
情
報
通
信
環
境
の
整
備

に

つ
い
て
質

問

し
ま

し

た
。

琴 平 団 地
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災害に強いまちづくりについて

防災はまちづくりの重要な
視点だ

防災拠点となる庁舎整備は

迅速に対応する

顆

隋

震
災

へ
の
最
大
の
備

え
は
、
耐
震
化
で
あ
る
。
市

民
が
避
難
す
る
公
共
施
設

等
の
耐
震
性
を
問
う
。

指
定
避
難
所
は
、
建
築
基

準
法
が
改
正
さ
れ
た
昭
和

５６
年
以
降
の
建
物
に
つ
い

て
指
定
し
、
そ
れ
以
前

の

建
物
は
耐
震
診
断
を
実
施

し
、
改
修
が
施
さ
れ
た
建

物
を
指
定
し
て
い
る
。

は

熊
本
地
震

で
は

「新

基
準
」
を
満
た
し
た
家
屋

も
多
数
崩
壊
し
た
。
防
災

は
、
ま
ち
づ
く
り

の
重
要

な
視
点

で
あ
る
。
嘉
麻
市

の
老
朽
化
し
て
い
る
庁
舎

の
現
状
等
が
ら
市
民
の
生

〈Ｔ

財
産
を
守
り
、
安
心

・

安
全
な
市
政
を
運
営
す
る

た
め
に
も
、
新
庁
舎
整
備

等
の
対
策
事
業
は
喫
緊
に

行
う
べ
き
行
政
課
題
で
は

な
い
か
。

庁

舎

課

題

は
、
一景
麻
市
が
持
続
可
能

性
の
あ
る
基
礎
的
自
治
体

と
し
て
あ
り
続
け
る
た
め

に
、
早
急

に
解
決
す

べ
き

最
重
要
課
題
で
あ
る
。
私

も
震
災
現
場

に
赴
き
、
防

災

・減
災

の
重
要
性
を
改

め
て
再
認
識
し
た
。
市
民

の
安
心

・
安
全
な
暮
ら
し

を
支
え
る
防
災
拠
点
と
な

る
庁
舎
整
備
は
迅
速
に
対

応
し
て
行
く
。

防
災
教
育
に
つ
い
て

蒻

　
大
規
模
な
地
震

で

は
、
学
校
等
の
天
丼
材
、
窓

ガ
ラ
ス
や
家
具
な
ど
の
非

構
造
部
材

の
落
下

・
転
倒

な
ど
の
被
害
が
数
多
く
発

生
し
て
い
る
。
一景
麻
市

の

各
学
校
の
耐
震
化
や
非
構

造
物

の
耐
震
対
策
を
問

つヽ
。

災

害
時
に
学
校
施
設
が
果
た

す
役
割
は
大
き
く
、
防
災

機
能
の
強
化
は
不
可
欠
で

あ
る
。
落
下
防
止
や
転
倒

対
策

は
実
施

し

て

い
る

が
、
年
次
計
画
で
対
応
じ

て
い
る
た
め
対
策
が
未
実

施
の
家
具
等
も
存
在
し
て

い
る
。
引
続
き
改
善

に
取

り
組
む
。

麒

嘉
麻
市
に
お
け
る
教

職
員
や
児
童
生
徒
に
対
す

る
防
災
教
育
を
問
う
。

ら
の
学
習
や
行
動
力
の
育

成

が
急
務

と
な

っ
て

い

る
。
教
職
員

に
向
け
て
の

確
実
な
研
修

の
実
施
、
児

童
生
徒
に
対
す
る
防
災
教

育
の
徹
底
を
図
る
た
め
具

体
的
な
対
応
に
つ
い
て
指

保育行政について

保育所の民営化により生

じる財源の活用は

子育て世代の支援に努め
たい

鼈

蝙

保
育
士
の
処
遇
改
善

の
た
め
、
他
市

で
行
わ
れ

て
い
る
補
助
金
制
度

（初

任
給
調
整
措
置
費

・勤
続

手
当
な
ど
）
は
、
嘉
麻
市
で

も
行
え
な
い
か
。

近
年
の
待
機
児
童
等
の
状

況
か
ら
、
全
国
的
な
保
育

士
不
足
に
あ

っ
て
は
、
抜

本
的
な
処
遇
改
善
の
必
要

が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。
フ」
の
た
め
、
全
国
市

長
会
等
通
じ
て
国

へ
要
望

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

′つ
。

躙

保
育
士
の
自
己
負
担

が
ほ
と
ん
ど
な
く
居
住
で

き
る

「保
育
士
宿
舎
借
り

上
げ
事
業
」
と

い
う

の
が

あ
る
。
保
育
士
採
用

の
支

援
、
定
着
促
進
を
図
り
保

育
士
の
充
実
に
つ
な
が
る

と
思
う
が
、
導
入
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

隋
鼈
隋
絋
瞑
隋
勒
褥
鰈

国
庫

補
助
事
業
な
ど
、
財
源
手

当
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て

は
積
極
的
に
活
用
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。

Ｍ

保
育
所
の
民
営
化
で

生
じ
る
財
源
の
活
用
は
。

将
来

、
子
ど

も
や
孫
の
世
代
に
負
担
を

先
送
り
し
な

い
よ
う
安
定

し
た
財
政
運
営
を
行
う
と

と
も

に
、
積
極
的

に
子
育

て
世
代
の
支
援
に
努
め
て

い
き
た
い
。

空
き
家
対
策
と
活
用
に
つ

い
て

鱚

公
営
住
宅
の
空
き
家

が
多

い
が
、
入
居
条
件
を

緩
和
で
き
な
い
か
。

儡
魃
躙
鰈
躙
輻
麒
輻

所
得
制

限
は
、
公
営
住
宅
法

に
定

め
ら
れ
て
い
る
所
得
制
限

の
上

限
を
規
定

し

て

い

度 い  に は 住

儡
靱
蝙
靱
輻

公
営
住
宅
を

定
住
促
進
向
住
宅

へ
用
途

変
更
も
該
当
す
る
の
で
は

な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
関
係
機
関

に
照
会
し

て
調
査
す
る
。

中隷
一
空
き
家
バ
ン
ク
の
導

入
は
。

鰈

鰈

輻

莉

鰈

空
家
対
策
協
議
会
の
中
で

取
り
ま
と
め
て
方
向
性
を

定
め
て
い
き
た
い
。

※
他
に
災
害
時
の
情
報
提

供
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た

。

″
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八丁峠 トンネル開通について

新しい流れの具体的戦略
を進めるべき

工場団地や観光振興の条
件整備を行う

躙

隋

鰤

ト
ン
ネ
ル
開
通
に
よ

り
、
甘
本
市
内
ま
で
３０
分

と
近
く
な
り
、
新
た
な
生

活
圏
域

の
拡
大

で
産
業

・

観
光
。医
療
・教
育
分
野
な

ど
期
待
さ
れ
る
が
ど
の
よ

う
に
活
か
す
の
か
。

ト

ン
ネ

ル
の
開
通

に
よ
り
、

人

・
物

の
新
た
な
流
れ
が

創
出
さ
れ
、
県
南
地
域
は

事
業
所
数
も
多
い
。
ま
た
、

朝
倉
市
の
観
光
入
り
込
み

客
数
は
年
間
３
０
０
万
人

で
あ
り
、
新
た
な
雇
用
創

出

が
大

き
く
期
待

さ
れ

靡
鰈
瑕
緻
辟
彊
購

交
通
ア

ク
セ
ス
の
向
上

に
よ
り
、

久
留
米
大
学
病
院
な
ど
高

度
専
門
医
療
機
関

へ
の
救

急
搬
送
の
拡
充
が
期
待
で

き
、
甘
木
・朝
倉
方
面
の
医

療
機
関

へ
の
受
診
が
可
能

に
な
る
。

鉤
漑
憫
鰈
剛
翻
翻
爾
颯
一
生

一域

の
拡
大

に
よ
り
、

・
通
学

の
拡
充
が
可

な
れ
ば
、
進
路

の
選

が
広
が
る
。

県
南
地
域

へ
の
交
流

は
言
う
ま
で
も
な
い

が
、
市
と
し
て
誘
致
企
業

（工
場
団
地
）
計
画
を
待

っ

た
な
し
で
進
め
る
べ
き
。

今
年
度

予
算

で
、
工
場
団
地
適
地

調
査
を
実
施
し
用
地
選
定

を
行
う
。
平
成
２９
年
度

に

基
本

・実
施
設
計
、３０

．
３‐

年
度

に
造
成

工
事
を
行

ぃ
、

３２
年
度
中

の
完
成
を

目
指
し
た
い
。

鰤

甘
木

・朝
倉
地
域
と

の
広
域
観
光
振
興
は
、

２６

年
放
映
の
「軍
師
官
兵
衛
」

な
ど
歴
史
的
に
繋
が
り
が

深
く
、
具
体
的
な
観
光
振

興
を
進
め
る
べ
き
。

蝙
隕
燿
艤
舅
蟷
颯

県
南
地

域
の
観
光
客
等
を
呼
び
込

む
こ
と
は
大
切
に
な
る
と

考
え

て
い
る
。
ト

ン
ネ

ル

開
通
前
ま
で
に
は
嘉
麻

・

朝
倉

。
東
峰
を
巡
る
観
光

ツ
ア
ー
の
共
同
開
催
を
考

え
て
い
る
。

躙

　
八
丁
峠
ト

ン
ネ

ル

は
、一九
成
に
近
づ
き
つ
つ
あ

る
。
旧
嘉
飯
山
地
域
と
甘

木
・朝
倉
地
域
は
、
時
間
的

に
同
じ
条
件
と
な
る
、
じ
っ

と
待

つ
の
で
は
な
く
具
体

的
政
策
を
進
め
る
べ
き
。

辣
鰈
鰈
蒟
舞

ト
ン
ネ
ル
開

通
に
よ
り
、
県
南
地
域
と

の
交
流

・
連
携
効
果
を
大

変
期
待
し
て
い
る
。
市
と

し
て
も
工
場
団
地
整
備
や

広
域
観
光
振
興
の
条
件
整

備
を
行

っ
て
い
く
。

経簑N護 稽片暫

漑
鵬幕

磁

食品ロス削減について

食品ロス削減の向けての

取り組みについて

最も重要な課題の一つと

考える

鰤

鰈

殿鳥8言 Eゞ ふ窪第隕
日
本
の
食
料
自
給
率

々
低
下
し
て
お
り
、

国
の
中
で
最
低
水
準

っ
て
い
る
。
本
来
、
食

れ
る
の
に
捨
て
ら
れ

ま
う
食
品

ロ
ス
は
、

５
０
０
万

ｔ
か
ら

０
万
ｔ
あ
る
と
推
計

て
い
る
。
食
品

ロ
ス

に
向
け
て
の
考
え
は
。

憫
骰
疵
嗣
舅
鰈
蒻

生
命
を

支
え
る
貴
重
な
資
源
で
あ

る
食
品
を
無
駄
な
く
利
用

す
る
こ
と
は
、
持
続
可
能
な

社
会
を
実
現
す
る
う
え
で
最

も
重
要
な

一
つ
と
考
え
る
。

瞑

食
品

ロ
ス
削
減
を
実

現
す
る
に
は
、
市
民
と
事

業
者
が

一
体
と
な

っ
た
取

り
組
み
が
必
要
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

漑
蠅
漑
絋
漑

今
後
、
調
査

を
し
て
事
業
者
に
対
し
て

は
啓
発
、
ま
た
協
力
依
頼

が
重
要
だ
と
考
え

る
。
家

庭
向
け
は
啓
発
を
実
施
し

て
い
き
た
い
。

鰊

嘉
麻
市
の
排
出
さ
れ

る
ご
み
量
は
。

画
爾
ポ
爾
Ｅ

碓
井
、
嘉
穂
、

山
田
の
３
地
区
分
を
処
理

し
て
い
る
食
料
品
の
割
合

は
、

‐２
．
４

％
８
１
５
ｔ
、
稲
築

地
区
を
処
理
し
て
い
る
セ

ン

タ

ー

で

は

、

‐３
．
３

％

７
１
９
ｔ
で
あ
る
。

翻

食
品

ロ
ス
削
減
に
よ

る
効
果
と
し
て
、
ゴ
ミ
処

理
費
の
コ
ス
ト
削
減
に
も

つ
な
が
る
の
で
は
。

回
闘
圏
踵
は

食
料
品
の
ご

み
が
減
る
の
で
、
各
セ
ン

タ
ー
で
使
用
し
て
い
る
重

油
代
、
灯
油
代

の
コ
ス
ト

削
減
が
可
能
と
な
る
。

聾
藝

年
間
の
食
品

ロ
ス
削

減
が
１０
％
可
能
と
な

っ
た

場
合
の
削
減
効
果
は
。

は

食
品

ロ
ス
削
減
を
嘉

麻
市

と

し

て
も

目
標
を

持

っ
て
取
り
組
ん
で
は
。

饉
饉
瞼
担
当
課
な
ど
と
協

議
し
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
た

い
。

らアはわ羅倉鉤疵
翻
囲
爾
両
セ
ン
タ
ー

せ
て
年
間
８
５
０
万

度
の
経
費
削
減
が
見

れ
る
。

嘉
麻
市
の
フ
ー
ド
バ

の
現
状
と
取
り
組
み

い
て
は
。

靡
踵
彊
嚢
轟
飩
饉
一
嘉
麻
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

生
活

に
困
窮
し
、
〈フ
日
の

食
事
に
も
困

っ
て
い
る
方

を
支
援
す
る
た
め
、
フ
ー

ド
バ
ン
ク
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
３６
名

の
方
に
延
べ
６９
回
提
供
し

て
き
た
。
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新庁舎整備状況について

施設整備の全体像をどのよ

うに考えているか

市民の安全・安心な暮らしを

支える防災拠点と考えている

一Ｆ
　
い
よ
い
よ
合
併
後
１０

年
を
経
過
し
た
今
日
を
新

年
度
と
し
て
、
ま
ち
づ
く

り
が
進
捗
し
て
い
く
感
が

あ
る
。
市

の
核
と
な
る
新

庁
合
の
設
計
業
者
が
８
月

に
決
定
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
設
計
業
者

の
選
定
状

況
は
。

隋
鰈
閂
陽

業
者
の
選
定
に

つ
い
て
は
、
プ

ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
に
よ
り
審
査
を
進

め
て
い
る
。
一
次
審
査
を

７
月
１５
日
、
一
一次
審
査
を

８
月
５
日
に
予
定
し
て
お

り
、
８
月
中
を
目
途

に
契

約
す
る
予
定
で
あ
る
。

聰

施
設
整
備
の
全
体
像

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

今
年
３
月

に
報
告
し
た
、

嘉
麻
市
新
庁
舎
建
設
基
本

計
画

に
基
づ
き
、
施
設
整

備
に
取
り
組
む
予
定
で
あ

る
。
市
民
の
安
心
・安
全
な

暮
ら
し
を
支
え
る
防
災
拠

点
と
な
る
庁
合
、
来
庁
者

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

庁
舎
な
ど
７
つ
の
基
本
方

針
を
定
め
て
い
る
。
新
庁

舎

の
規
模
は
、
職
員
定
員

適
正
化
計
画
の
平
成
３９
年

目
標
数

で
あ

る
職
員
約

３
７
０
人
を
基
本
と
し
、

延
べ
床
面
積
９
０
０
０
２ｍ

以
内
、
構
造
は
Ｒ
Ｃ
造
５

階
建
て
程
度
の
免
震
構
造

を
想
定
し
て
い
る
。
事
業

ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
と

し

て

は
、
平
成
２８
～
２９
年
度

に

設
計
、
平
成
３０
～
３‐
年
度

に
建
設
工
事
を
予
定
し
て

い
る
。

質
一
今
後
の
庁
舎
用
地
の

さ
ら
な
る
利
活
用
や
市
民

の
利
便
性
、
安
全
性
を
踏

ま
え
た
総
合
的
な
デ
ザ
イ

ン
等

に
つ
い
て
、
大
所
高

所
の
見
地
か
ら
検
討
す
べ

き
と
思
う
が
。

％
魏
仁
踪
魃

今
後
の
設
計

に
お
い
て
、①
土
地
の
有

効
利
用
、
国
道
か
ら

の
接

道
、
ア
プ

ロ
ー
チ
等

の
設

計
デ
ザ
イ
ン
の
観
点
②
市

民
の
利
便
性
や
安
全
性
の

確
保
の
観
点
等
か
ら
関
係

機
関
、
庁
内
機
関
等
と

の

協
議
が
必
要
で
あ
る
が
、

指
摘
事
項
に
つ
い
て
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
行
く
。

※
他

に
「稲
築
多
目
的
運

動
広
場
及
び
稲
築
ス
ポ
ー

ツ
プ
ラ
ザ
の
利
用
者

へ
の

対
応
に
つ
い
て
Ｌ
嘉
麻
市

全
体

の
活
性
化

に

つ
い

て
」
質
問
し
ま
し
た
。

熊ケ畑のまちづくりについて

ず一つと住みたい熊ケ畑のまちづく
りのため、産廃場拡張中止を求める

業者の評価や申入れについ
ての答えは控える

贅

玲

篇

有
害
鳥
獣
対
策
の
抜

本
的
対
策
の
強
化
を
県
に

求
め
よ
。

に
要
請
す
る
。

聰

百

々
谷
交
差
点
か
ら

約
６
０
０

ｍ
の
歩
道

の
な

い
区
間

に
歩
道
を

つ
く
る

こ
と
を
求
め
る
。

画
憑
疵
盪
餞

県
に
要
請
す

る
と
と
も
に
Ｊ
Ｒ
跡
地
を

含
め
検
討
す
る
。

鰺

来
年
３
月
、
運
営
委

託
が
終
了
す
る

「活
性
化

セ
ン
タ
ー
」
は
、
地
元
の
密

着
し
た
施
設
で
あ
り
引
続

き
、
同
じ
運
営
委
員
会

に

運
営
委
託
す
べ
き
だ
。

炒
飩
捩
ロ
ポ
は
嘲
塚

地
元
運

営
委
員
会
の
管
理
運
営
が

望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

聰

議
会
は
産
廃
場
拡
張

許
可
取
消
し
の
意
見
書
を

福
岡
県
に
昨
年
９
月
提
出

し
た
。
引
続
き
、
私
は
議
会

が
県
に
対
し
陳
情
団
の
派

遣
行
動
を
求
め
て
い
く
。

住
民
に
よ
る
拡
張
事
業
中

止

の
仮
処
分
申
立
て
が
、

６
月
末
な
い
し
７
月
初
め

に
決
定
さ
れ
る
重
大
局
面

を
迎
え

て
い
る
時
、
市
長

は
傍
観

の
姿
勢

で
な
く
、

県
知
事

へ
の
申
入
れ
、
さ

ら
に
は
産
廃
業
者
Ｅ
社
に

産
廃
業
中
止
の
申
入
れ
を

す
べ
き
だ
。

漑
颯
塚

法
に
基
づ
く
事
業

で
あ
り
、
業
者

の
評
価
や

申
入
れ
に
つ
い
て
の
答
え

は
控
え
る
。

一員

産
廃
場
入
口
近
く
の

市
道

は
狭

い
道
路

で
あ

り
、
車
両
制
限
令

に
よ

っ

て
Ｈ
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
の
通
行

を
規
制
す
べ
き
だ
。

晰
爾
鰈
陪
獨
鰤
鰈

現
地
調

査
す
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
導
入
の
影
響
に
つ
い
て

豊

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ

（環
太
平
洋

経
済
連
携
協
定
）
が
、
本
市

の
基
幹
産
業
の

一
つ
と
し

て
位
置
づ
け
る
農
業
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら

す
か
明
ら
か
に
す
べ
き
で

あ
る
。
市
長
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
導

入
に
反
対
の
公
式
表
明
と

し
て
、
４
庁
舎

に
垂
れ
幕

を
設
置
し
て
市
内
外
に
示

す
こ
と
を
求
め
る
。

蠅
涸
漑
隕
陪
厄
魃

政
府
試

算

で
は
、
米
作
主
体

の
本

市
農
業
に
大
き
な
影
響
は

な

い
。
畜
産
も
限
定
的
な

影
響
に
と
ど
ま
る
。

膵
遇
Ｒ

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
全
産
業

に
わ
た

る
も

の
で
あ

り
、

垂
れ
幕
を
掲
示
す
る
考
え

は
な

い
。

※
他

に
鴨
生
地
区
水
害
対

策
な
ど

に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。
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市政の方向性について

庁舎問題を進めている訳は

選挙公約実現と行政コス ト
削減

辮

隋

量

庁
舎
問
題
を
反
対
の

声
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
進
め
て
き
た
訳
は
。

鰊
輻
鰈
祠
莉

選
挙
公
約
実

現
と
庁
舎
問
題
解
決
後
の

行
政
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
。

鰈

新
庁
舎
建
設
後
の
支

所
の
役
割
は
。

輻
麒
魃

市
民
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
な
支
所

を
残
す
。

蘊̈
一
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
魅
力
あ
る

街
づ
く
り
と
は
。

晰隷
陽
一
‐
ｃ
Ｔ
で
観
光
振

皿
↑
買

い
物
弱
者
支
援
等

４０

項

目

に
取

り

組

む

。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
は

譲
渡
計
画
に
基
づ
き
提
供

区
域
の
拡
大
を
図
る
。

蜀

火
葬
場
建
設
事
業
で

お
通
夜
や
葬
儀
が
行
え
る

よ
う
だ
が
、
そ
の
規
模
は
。

民
間
事
業
者
を
脅
か
す
の

で
は
。

鰈
晰
塚

２４
名
程
度
の
家
族

葬
が
行
え

る
規
模
。
市
内

葬
儀
業
者
と

の
連
携
、
協

力
が
不
可
欠
だ
。

行
政
改
革

に
お

け

る
、
新
た
な
自
主
財
源

の

確
保
、
基
盤
強
化
は
。

鰈
晰
蒻

職
員
の
削
減
に
よ

る
人
件
費

の
削
減
、
公
共

施
設
の
統
廃
合
等
を
実
施

し
、
効
率
化
を
図
る
と
共

に
基
金

の
効
率
的

運
用

等
、
自
主
財
源
確
保

に
努

め
る
。

籟

３
２
２
号
バ
イ
パ
ス

の
開
通
後
の
考
え
は
。

鰈
褥
蒻

早
め
に
選
択
と
集

中
を
鑑
み
、
施
策
を
示
し

た
い
。

隋

学
力
向
上
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト
、
人
権
問
題
は
。

躙
薇
魃

学
力
向
上
、
不
登

校
児
童
生
徒

の
解
消
、
規

範
意
識
の
醸
成
は
克
服
さ

れ
た
。
人
権
問
題
は
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
、
人

権
教
育
、
人
権
啓
発

に
取

り
組
む
。

は

言

て
義

の
羹

蝿

鰈
蠅
躙

待
機
児
童
の
解
消
、

保
育
料
の
減
額
、
子
ど
も
医

療
費
対
象
年
齢
の
引
上
げ

等
を
実
施
し
て
い
る
。

輻
莉

今
後
の
高
齢
者
対
策
は
。

鰈
晰
躙

地
域
高
齢
者
の
健

康
増
進
や
介
護
予
防
、
生

活
支
援
の
体
制
を
作
る
。

蝙
燒
鰤

将
来
の
嘉
麻
市
を

見
据
え
、
決
断
し
、
行
動
す

る
こ
と
が
行
政
の
責
務
で

あ
り
役
割
で
あ
る
。

今
後
は
厳
し
い
財
政
状

況
が
予
想
さ
れ
る
が
、
強

い
精
神
力
を
も

っ
て
や
り

遂
げ
て
も
ら
い
た
い
。

新 庁 舎 建 設 予 定 地

西郷地区の防災対策について

鼈
誓看ぶ

問題点をどう改善

躙
遣麗言

事区と協議しながら

防
災
対
策
上
ど
の
よ

う
な
改
善
を
し
た
か
。

公

民
館
裏
の
水
路
改
修
。

隋

新
た
な
問
題
点
と
、

改
善
策
は
ど
う
す
る
。

民
館
上

の
水
路

に
、
板
か

け
の
堰
を
設
け
て
い
る
こ

と
と
下
流
側
の
転
倒
堰
が

問
題
だ
。
改
善
方
法
は
、
地

元
農
事
区
と
協
議
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

国
勢
調
査
員
の
個
人
情
報

に
つ
い
て

蜀

あ

る
議

員

が
、
国
勢

調
査
員
を
特
定
す
る
個
人

情
報

の
発
言
を

し

て

い

る
。
調
査
員

の
個
人
情
報

の
情
報
公
開
請
求
や
資
料

要
求
が
あ

っ
た
の
か
。

公
開
等
は
な
い
。

一
般
質
問
通
告
の
後

報
提
供
は
し
た
か
。

稽鰺蝙

題
だ
。
内
部
し
か
知
り
え

な

い
個
人
情
報

を
何
故

分

っ
た
の
か
疑
惑
を
持

っ

て
い
る
。
管
理
者

で
あ
る

市
長
は
ど
う
思
う
か
。

蝙
鰈
鰈
陽
隷
颯
今

言
わ
れ
た

よ
う
な

こ
と

は
あ

っ
て
は

な

ら

な

い
と

思

っ
て

い

′

つ

。

土
地
の
賃
賞
借
契
約
に
つ

い
て

蝙

あ
る
議
員
が
、太
陽
光

発
電
会
社
と
の
契
約
事
項

に
つ
い
て

一
般
質
問
の
通

告
を
し
た
。
何
ら
か
の
被
害

が
生
じ
て
い
る
の
か
。

儡
鰈
輻
鰈
躙
躙
蝙
漑
餞
し
て

い

な

い

。
一
般
質
問
を
通
告
し

た
時
点

で
、
知

っ
て
い
た

と
し
か
思
え
な

い
。
事
前

に
知

っ
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
由
々
し
き
間

輻
鰈
蝙
鰈
嘔
陽

生
じ
て
い

な

い

。

あ 報

一
こ
の
契
約
内
容
の
情

公

開

、
資

料

要

求

は

っ
た
か
。

鰈
莉
褥
漑
燿
躊
輻
な
い
。

魃

内
部
情
報
を
入
手
し

た
か
ら
、
一
般
質
問
通
告
を

し
た
と
し
か
思
え
な
い
。内

部
情
報
を
伝
え
た
か
。

鶉
鰈
憮
陽

そ
う
い
う
こ
と

は
な

い
。

鰈

太

陽
光
発
電

の
作

、

琴
平
分
譲
地

の
件

に
し
て

も
、
質
問
通
告

の
時
点

で
、

内
部
情
報
を
知

っ
て
い
た

と
し
か
思
え
な

い
。
市
長

は
ど
う
思
う
。

鰈
鼈
莉

内
部
情
報
が
流
れ

て
い
る
か
も
と
言
わ
れ
て

も
、
私
に
は
分
か
ら
な
い
。西 郷 地 区 の 転 倒 堰
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嘉麻 市 議 会 10周 年 記 念 講 演

～ 50年 持続可能な 自治体 づ <り
失敗 を恐れな い成功の秘訣～

■

辱

嘉
麻
市
議
会

は
、
市
政

１０
周
年
を
記
念

し
て
、

７

月

１４

日

に

記

念

講

演

を

開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者

は
、
嘉
麻
市
議

会
議
員
と
嘉
麻
市
職
員

の

他

に
、
飯
塚
市
議
会
議
員
、

桂
川
町
議
会
議
員
を
招
待

し
、
計

１
２
０
名

の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

講
師

に
は
、

元
佐
賀
県

武
雄
市
長

の
樋
渡
啓
祐
氏

を
お
招
き
し
、
市
長
時
代

の
経
験
と
現
在

の
地
域
活

動
家

と
し
て
の
経
験
を
踏

ま
え

「ぼ
さ

つ
と
せ
ん

で
、
早
う
な
ん
か
せ
ん
ね
」

と
題

し
て
、
嘉
麻
市
が
今

か

ら

５０

年

後

も

元
気

な

自
治
体

で
あ
り
続
け
る
た

め

の
秘
訣
に

つ
い
て
、
ご

講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

武
雄
市
長
時
代

の
失
敗

と
成
功
、
成
功

２
暴
の
失

敗
な
ど
貴
重
な
ご
講
演
を

い
た
だ
き
、
講
演
後
は
嘉

麻
市
も
失
敗
を
恐
れ
ず

に

何
か
し
な
け
れ
ば
と
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

成
功

の
秘
訣
は

３
つ
あ

り
、

１

つ
目
は

「
ス
ピ
ー

ド
」
市
長

の
提
案

に
議
会

の
賛
成
が
加
わ
れ
ば
、
す

ご

い
ス
ピ
ー
ド
に
な

る
こ

と
。

２

つ
日
は

「ブ

ラ
ン

ド
」
嘉
麻
市

の
ブ

ラ

ン
ド

を
作

る
こ
と
。

３

つ
目
は

「
ス
ト
ー

リ
ー
」
市

民
と

市

の
協

同
に
よ
り
事
業
を

行
う

こ
と

で

ス
ト
ー
リ
ー

を
作

る
こ
と
。

こ
の
３

つ

が
成
功

の
秘
訣

で
あ
る
と

講
演
さ
れ
ま
し
た
。

質
疑
応
答

で
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
、
今
後

の
嘉
麻

市

の
あ
り
方
、
新
庁
舎
建

設
、

人

口
減
少
な
ど
に

つ

い
て
、
樋
渡
氏

の
考
え
方

と
助
言
を

い
た
だ
き
ま
し

た
。市

の
事
業
成
功

の
秘
訣

は
、
市

民

の
み
な
さ
ま
か

ら
選
ば
れ
た
私
た
ち
議
員

の
決
定
力
が
大
き
く
、

そ

の
責
任

の
重
大
さ
を
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。

今

後

も

市

民

の
み
な

さ
ま

の
た
め
、
市

民

の
み

な
さ
ま
と
共
に
嘉
麻
市

の

ま
ち
づ
く
り
に
議
員

一
丸

と
な
り
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

樋 渡 啓 祐 氏

樋 渡 啓 祐 氏 を 囲んで
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